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ひ
と
つ
な
が
り
の
地
球

国
家
の
枠
を
超
え
た
合
意
に
向
け
て

超
え
た
〝
地
球
環
境
政
策
〞
の
方
向
性
が
確
認
で
き
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
で
し
た
」
と
吉
田
充
夫
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際

協
力
専
門
員
。
そ
し
て
時
を
前
後
す
る
よ
う
に
、
気
候
変

動
枠
組
条
約
や
生
物
多
様
性
条
約
な
ど
地
球
環
境
保
全
に

関
す
る
国
際
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
国
際
社
会
の
足
並
み
は
そ
ろ
わ
な
か

っ
た
。
自
国
の
利
益
を
優
先
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
各
国

の
利
害
が
対
立
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
２
０
０
２
年
、
ヨ
ハ

ネ
ス
ブ
ル
グ
で
「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会

議
」（
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
催
さ
れ
た
が
、

そ
の
難
し
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
結
果
に
終
わ
っ
た
。

　
さ
ら
に
10
年
。
状
況
は
進
展
す
る
ど
こ
ろ
か
、
後
退
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
間
、
国
際
社
会
は
大
き
く

変
容
し
た
。
人
口
が
70
億
人
を
突
破
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

食
料
、
金
融
な
ど
に
起
因
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
直
面
。

日
本
や
欧
米
な
ど
先
進
国
の
経
済
が
低
迷
す
る
一
方
、
中

国
や
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
新
興
国
が
目
覚
ま
し
い

発
展
を
遂
げ
、
世
界
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
変
化
が
生
じ

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
国
家
の
枠
を
超
え
た
合
意
に

は
一
層
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
ど
こ
ま
で
各
国
が
歩
み

寄
り
、
地
球
に
共
生
す
る
者
と
し
て
議
論
で
き
る
の
か―

。

今
年
６
月
、
再
び
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
る
「
国

連
持
続
可
能
な
開
発
会
議
」（
リ
オ
＋
20
）
の
テ
ー
マ
は
、「
持

続
可
能
な
開
発
と
貧
困
削
減
の
文
脈
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
」
と
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
制
度
枠

組
み
」
だ
。

　
ア
ジ
ア
の
国
々
が
証
明
し
た
よ
う
に
、
経
済
成
長
が
貧

困
層
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
単
に

経
済
が
豊
か
に
な
れ
ば
、
人
々
の
暮
ら
し
が
満
た
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
人
と
地
球
に
優
し
い
グ
リ
ー
ン
な
経
済

発
展
で
な
け
れ
ば
、〝
私
た
ち
が
望
む
未
来
〞
な
ど
や
っ
て

来
な
い
の
だ
。

　
地
球
環
境
問
題
が
注
目
さ
れ
始
め
た
の
は
１
９
７
０
年
代

の
こ
と
。
72
年
に
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ※

が
『
成
長
の
限
界
』
を

刊
行
し
、「
世
界
の
人
口
、
工
業
生
産
が
今
の
ま
ま
幾
何
級

数
的
な
成
長
を
続
け
る
な
ら
ば
、
食
料
不
足
、
環
境
破
壊
に

よ
っ
て
地
球
上
の
成
長
は
限
界
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
の

警
告
を
発
し
た
。〝
環
境
保
全
と
経
済
発
展
は
合
い
入
れ
な

い
〞
と
い
う
考
え
方
が
支
配
的
な
時
代
。
人
々
の
間
に
は
地

球
の
未
来
に
対
す
る
悲
観
的
な
見
方
が
広
ま
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
同
年
、
人
類
史
上
初
め
て
本
格
的
に
環
境
問
題
を

議
論
す
る
「
国
連
人
間
環
境
会
議
」
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首

都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
か
れ
、１
１
４
カ
国
が
参
加
し
た
。

先
進
国
は
「
経
済
成
長
か
ら
環
境
保
全
へ
」、途
上
国
は
「
開

発
の
推
進
と
援
助
の
増
大
へ
」
と
い
う
方
向
性
が
打
ち
出
さ

れ
、
こ
の
結
果
、
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
が
ケ
ニ
ア

の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
多
く
の
国

連
機
関
と
先
進
国
が
環
境
分
野
の
援
助
を
開
始
し
た
。

　
だ
が
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
も
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
地

球
環
境
問
題
は
深
刻
さ
の
度
合
い
を
増
し
て
い
っ
た
。
環
境

保
全
と
経
済
発
展
を
両
立
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
か
は
両
方
と

も
破
綻
す
る―

。
そ
の
よ
う
な
認
識
が
世
界
に
広
ま
る
中
、

92
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
「
国
連
環
境
開
発
会
議
」（
地

球
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
幕
。
１
７
８
の
国
・
地
域
が
「
環
境
と

開
発
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
、
地
球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の

破
壊
、
熱
帯
林
の
減
少
、
生
物
多
様
性
の
喪
失
な
ど
、
顕
在

化
す
る
環
境
問
題
を〝
人
類
共
通
の
課
題
〞と
位
置
付
け
、「
持

続
可
能
な
開
発
」
を
理
念
に
環
境
と
開
発
の
両
立
を
目
指
し

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　「
地
球
環
境
は
ひ
と
つ
な
が
り
。
人
為
的
な
国
境
で
は
な

く
〝
地
球
全
体
〞
で
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
共

通
認
識
、
さ
ら
に
は
そ
の
た
め
の
国
家
と
い
う
枠
組
み
を

人
類
初
の
環
境
会
議

リオ＋20

※日欧米の政・財・学界の知識人で構成される民間団体。現代の諸問題を国際的視野から検討することを目的に1970年設立。
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今年6月、ブラジルのリオデジャネイロで「国連持　続可能な開発会議」（リオ＋20）が開催される。
1992年に同じくリオデジャネイロで「国連環境開発会　議」（地球サミット）が開かれてから、ちょうど20年。

「どうやってなおすかわからないものを、 こわしつづけるのはもうやめてください」
地球サミットで“伝説のスピーチ”となっ　た12歳の日系カナダ人の少女の訴え―。

環境を守りながら開発を進めていく「持続可能　な開発」の概念が世界の共通認識となる一方、
各国利害対立が壁となり、それを推し進めて　いくメカニズムは、いまだ定まっていない。

その後、環境破壊に歯止めはかかったの　か。いや、残念ながらそうとは言えない。

今こそ、“私たちが望む未来”に向けて、国際　社会が共に協力すべき時ではないだろうか。

The Futur e We Want
私たちが望む未来
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地球環境問題をめぐる
世界・日本・JICAの主な動き

参考文献：エルンスト・U.フォン・ワイツゼッカー著『地球環境政策 地球サミットから環境の21世紀へ』（有斐閣）、太田宏・毛利勝彦編著『持続可能な地球環境を未来へ
－リオからヨハネスブルグまで－』（大学教育出版）、亀山康子著『新・地球環境政策』（昭和堂）、原科幸彦著『環境アセスメントとは何か－対応から戦略へ』（岩波新書）、
吉田文和著『グリーン・エコノミー』（中公新書）ほか。

※OECF（海外経済協力基金）は1999年に日本輸出入銀行と統合し、JBIC（国際協力銀行）となる。その後JBICの海外経済協力業務がJICAに移管され、2008年に新JICAが発足、現在に至る。
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世 日 J

世

「特に水鳥の生息
地として国際的に
重要な湿地に関す
るラムサール条
約」採択

「絶滅のおそれのある
野生動植物の種の
国際取引に関するワ
シントン条約」採択

「オゾン層保護のための
ウィーン条約」採択

JICA「分野別援助研
究会（環境）」発足。
以降92年までに分野
別の「環境配慮ガイ
ドライン」策定

途上国の地球環境対策を支援する国際資金
メカニズム「地球環境ファシリティ（GEF）」発足

「ロンドン・サミット」で「新環境ODA政策」を公表

「砂漠化対処条約」採択

OECF「環境配慮
のためのOECFガ
イドライン」改訂

OECF「環境社会開発室」設置

「水と衛生に関する
拡大パートナーシッ
プ・イニシアティブ
（WASABI）」発表

ボン・サミットで「緑の平
和部隊構想」公表。日本
の環境ODAが本格化

「環境と開発に関す
る世界委員会」で
「持続可能な開発」
の概念が生まれる

「アルシュ・サミット」で「環境ODA政
策」を公表。3年間で4,075億円を支援

JICA「環境・女性課」設置

「21世紀に向けた環境開
発支援構想（ISD）」発
表。「京都イニシアティ
ブ」を取りまとめ、5年間で
3,000人の人材育成、円
借款の貸付条件緩和策
などを表明 「残留性有機汚染物

質に関するストックホ
ルム条約」採択

「ODA大綱」改訂。「持続的成長」
「地球的規模の問題への取組」が重
点課題に

JICA「環境社会配慮
ガイドライン」策定

温暖化に対する総合戦略「美しい星50（Cool Earth 50）」発表

JICA「新環境社会配慮ガイドライン」策定

JICA「気候変動対
策室」設置

JICA「第二次環
境分野別援助
研究会」発足

「気候変動枠組条約締
約国会議（COP3）」開催
（京都）。「京都議定書」
採択

JICA「環境室」設置

OECF「環境配慮のためのOECFガイドライン」策定

「
発
表
ブ

「
約
（
採

参考文献：エルンスト・U.フォン・ワイツゼッカー著『地球環境政策 地球サミットから環境の21世紀へ』（有斐閣）、太田宏・毛利勝彦編著『持続可能な地球環境を未来へ

日本・JICAの歩み

東南アジアも熱帯雨林の宝庫。インドネ
シアやマレーシアなど6カ国の研修員が
ブラジルを訪れ、観測技術を学んだ

熱帯雨林を宇宙から観測！

世界の動き 日本の動き JICAの動き※

世

日 J

OECF「環境担当ポ
スト」設置

J

J

J

「有害廃棄物の越境移動及びその処分の規制に関
するバーゼル条約」採択

世
世

世

「第1回世界水フォーラ
ム」開催（モロッコ）

世 世

世

「ミレニアム開発目標
（MDGs）」採択。目標
7に「持続可能な環境
の確保」

世

日

JICA「環境・WID等事
業推進室」設置

日

日

「気候変動枠組み条約締約国会議（COP13）」開催（インドネシア）

日

日

日

日

日

世

世

世

「国連環境計画（UNEP）」がナイロビに設立

5年間で環境ODAの大幅拡充を公約。1兆4,000億円の支援を実施

「生物多様性条約」採択　「気候変動枠組条約」採択　「森林原則声明」採択
環境問題を議論する史上初の国際会議。114カ国が参加
国連人間環境会議（ストックホルム会議）
1972

1992
178の国・地域が参加し、「リオ宣言」「アジェンダ21」が採択。
「持続可能な開発」が世界共通認識となる

国連環境開発会議（地球サミット）
JICA「地境環境部」設置

J

「生物多様性条約締約国会議（COP10）」開催（名古屋）。「名古屋議定書」採択

2002
地球サミットで採択された「アジェンダ21」の実施状況や新たに生じ
た課題を検証し、「ヨハネスブルグ宣言」を採択。191カ国が参加

持続可能な開発に関する世界首脳会議（ヨハネスブルグ・サミット）

「持続可能な開発のための環境保全イニシアティブ（EcoISD）」発表
日「地球温暖化対策推進大綱」改訂

世

「ODA大綱」策定。「環境保全」が基本理念の一つに

日

日

2012.6
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主要な議題

1持続可能な開発と貧困削減の文脈に
　おけるグリーン・エコノミー

2持続可能な開発のための制度的枠組み

解説

1992年の地球サミットで採択された「リ
オ宣言」「アジェンダ21」を振り返り、これ
までの進展と今後の課題について確認。
特に「持続可能な開発」の達成に向けて
有効な手段とされる「グリーンエコノミー」
（環境に優しい経済）のあり方、「持続可
能な発展」の推進には地方・国・地域・国
際レベルのガバナンス強化が不可欠との
観点から、今後の行動計画やフォローア
ップの枠組みについて議論される。

UN Photo/Yutaka Nagata 

UN PU hoto/Michos TzovT varasa  

UN PUN Photohoto/Yut/Yutakaaka NagaNagatata

国連持続可能な開発会議

生じ

議（ヨハネスブルグ・サミットネスブルグ サミット））

発表

2持続可能

解説

1992年の
オ宣言」「アオ宣言」「ア
までの進展
特に「持続
有効な手段
（環境に優
能な発展」
際レベルの
観点から、今
ップの枠組み

UN PUN Photohoto

世

OECF「環境社会開発課」設置

J

JBIC「環境社会配慮確認のためのJBICガイドライン」策定J

JBIC「環境審査室」設置J

「地球温暖化対策推進大綱」策定

J

J

J

日

「第3回世界水フォーラム」開催（京都・滋賀・大阪）世

「エビアンサミット」開催（フランス）。G8は「エビア
ン水行動計画」を採択

世

J

JBIC「環境社会
開発室」設置

J

JICA「森林・環境協
力部」設置

J

J

世

「いのちの共生イニシアティブ」発表。3年間で約20億ドルの支援を表明

J

OECF「環境室」設置

J

JICA「環境社会配慮審
査室」設置

J

「北海道洞爺湖サミッ
ト」開催。G8は「2050
年までに世界全体の
温室効果ガス排出量
を少なくとも50％削
減する」ことで合意

世

温暖化対策の資金メ
カニズム「クールアー
ス・パートナーシップ」
発表。インドネシアに
「気候変動対策プロ
グラムローン」供与

日

J

2009

「鳩山イニシアティブ」
発表。3年間で官民合
わせて1兆7,500億円規
模の支援を表明（うち
ODAは約8,500億円）

日

2010採択

J


